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農村から未来を考える。 

農村と地方都市との新しい連携 
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持続可能な農村をどう創っていくか？ 
～農・食・文化・教育・環境、そしてエネルギー～ 

　農村や森林はそもそも多種多様のなりわいを持っていました。 
新たに多様な価値に注目が集まる農村地域。 

消費地であり、様々な情報や機会のある中心市街地。 
新しい連携が生まれれば、魅力は増幅し、地域力はさらにアップするでしょう。 

地元の棚田と地酒の連携など 
日本各地、そして世界各地、農村と地方都市の連携から未来を考えます。 

2019年12月8日(日)14:00～17:00（13:30 開場）　 
会場：信州大学　繊維学部　11番講義室　（上田市常田３丁目１５－１） 
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「賑やかな街なかと 
実り多い農村 
豊かな自然」 

そんな地域を目指して 
　たとえば、上田では稲倉棚田の
地域ぐるみの保全活動、それをブ
ランディングして都会の人も参加
して楽しみ交流する。できた酒米
を今度は上田市街地の伝統酒屋の
岡崎酒造が特別な地酒に仕上げる。
その取り組みを映像にして地域の
価値をさらに高める、そんな実践
があります。 
　こんな「農村地域」の良さと
「都市」の持つ情報発信力や加工
技術などが連携していくような例
を、専門家や実践家から話題提供
いただき、持続可能な上田の農村
と街なかの姿を探りませんか？ 

　基調講演には、長い間、農林中
金総合研究所で日本の農業政策を
リードしてきた石田信隆先生を迎
えます。日本各地、そして世界各
地、農村と地方都市の連携から未
来を考えます。 

基調講演 
石田信隆氏（農林中金総合研究所客員
研究員。一橋大学経済学研究科客員教
授。）共著書『「地方創生」はこれで
よいのか ―JＡが地域再生に果たす役
割―』『農家が消える』『輝く農山
村』『ドイツに学ぶ　地域からのエネ
ルギー転換』ほか多数。 

パネル・ディスカッション  
　石田信隆氏 
　吉村武洋氏（長野大学環境ツーリズ
ム学部准教授）著作「ルーラル・アメ
ニティ保全のための費用負担 ―白米千
枚田・姨捨棚田を事例に」ほか。 
　岡崎謙一氏（岡崎酒造）上田市に残
る美しい稲倉棚田でできた酒米を用い、
上田まちなかにある酒蔵「岡崎酒造」
で伝統の地酒造りを行っている。 
　宮野雄介氏（アグロノーム農園）原
種に近い野菜を育て、種を自分で採種
して栽培。有機肥料低農薬。都市住民
の体験農業も。 
　合原亮一氏（合原有機農園）有機農
法の省力化などに取り組む。営農型太
陽光発電（ソーラーシェアリング）実
践者。ITや自然エネルギー事業など多
様な生業に従事。 


